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よ
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●表●彰●表●彰
議
員
勤
続
20
年
特
別
表
彰

奥

山

格
議
員

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
規
定
に
基
づ
き
、
永

年
市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
文
教
委
員
会
感
謝
状

須

貝

孝
前
議
長

大
類
好
彦
議
長

｢あ～だ｣｢こ～だ｣編集会議中



一般会計歳出一般会計歳出

❷❷❸❸ 令和2年11月15日発行・107号令和2年11月15日発行・107号 107号・令和2年11月15日発行107号・令和2年11月15日発行

定例会定例会
か いれ いて い

９ 月９ 月

20202020

令和２年９月定例会は９月８日から29日まで22日間の会期で開催され、令和元年度の令和２年９月定例会は９月８日から29日まで22日間の会期で開催され、令和元年度の
決算案件７件、令和２年度一般会計・特別会計予算７件、条例の一部改正など５議案、決算案件７件、令和２年度一般会計・特別会計予算７件、条例の一部改正など５議案、
人事案件２議案を慎重に審議した結果、いずれも原案どおり可決しました。人事案件２議案を慎重に審議した結果、いずれも原案どおり可決しました。
また、請願２案件を採択し、議会提出案件の意見書１件を可決しました。また、請願２案件を採択し、議会提出案件の意見書１件を可決しました。

定例会のあらまし定例会のあらまし
億億119119

令和元年度 決算を認定令和元年度 決算を認定

6,8896,889万円万円

令和２年度一般会計補正予算令和２年度一般会計補正予算
億億1515 8,8038,803万円を可決万円を可決

主な科目 金額(千円) 主 な 事 業 内 容

総 務 費 711,479 ふるさと尾花沢応援基金積立金、ふるさと尾花沢応援基金
寄付者への記念品代、新生児特別給付金事業 など

民 生 費 45,367 新型コロナ対策の慰労金給付、
新型コロナ対策緊急包括支援事業費助成金 など

衛 生 費 11,690 大人のインフルエンザ予防接種助成金、
中央診療所新型コロナ対策費 など

農林水産業費 32,965 肉用牛経営安定緊急対策事業補助金

商 工 費 85,473 にぎわいづくり応援事業補助金、花笠の湯等工事請負費
新たなチャレンジ応援事業補助金 など

土 木 費 146,558 除排雪・雪下ろし委託料、道路修繕工事請負費、
不良住宅除去促進事業補助金 など

教 育 費 34,083 旧玉野中学校改修工事設計委託料・工事請負費
学校備品購入費 など

災害復旧費 517,149 大雨災害の揚水場工事請負費、特定鉱害復旧事業工事
小規模災害復旧事業補助金 など 市制施行60周年記念事業 421万円 スクールバス導入事業 1,912万円

認定こども園整備事業補助金 3億9,747万円

安心 子育てできる まちづくり 評価安心 子育てできる まちづくり 評価安心 子育てできる まちづくり 評価してしてして ををを
市制施行 周年60

補正
予算

特別会計歳出特別会計歳出 億億4949 6,8196,819万円万円
総 額総 額 億億169169 3,7083,708万円万円
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議

長

大
類
好
彦

決
算
特
別
委
員
長星

川

薫

２
名
は
役
職
の
立
場
上

質
疑
は
で
き
ま
せ
ん
。

職
員
研
修
事
業

Q
ど
ん
な
行
政
課
題
に

つ
い
て
研
修
し
、
そ
れ
を

基
に
政
策
立
案
さ
れ
、
新

た
な
施
策
と
し
て
市
政
に

反
映
さ
れ
た
の
か
。

(菅
野
修
一
)

A
尾
花
沢
の
学
園
都
市

構
想
を
研
修
テ
ー
マ
と
し

て
県
内
外
の
先
進
地
を
視

察
・
研
修
を
行
い
、
13
名

の
職
員
が
参
加
し
た
。
現

地
か
ら
直
接
学
ぶ
こ
と
で
、

今
後
の
施
策
に
有
効
に
活

か
し
て
い
く
。

総括質疑

除
排
雪
事
業

ふ
る
さ
と
暮
ら
し

応
援
事
業

決算特別委員会決算特別委員会

議場360分‼令和元年度を まとめてチェック‼
Q
除
排
雪
業
務
委
託
料

が
予
算
に
対
し
、
約
１
億

円
減
少
し
て
い
る
が
、
降

雪
が
な
く
除
排
雪
作
業
を

し
な
く
て
も
待
機
は
必
要

な
の
で
、
各
路
線
元
請
け

会
社
へ
の
補
償
は
足
り
た

の
か
。

(菅
野
喜
昭
)

A
令
和
元
年
度
の
除
排

雪
業
務
委
託
料
は
、
元
請

け
会
社
５
工
区
分
と
し
て

約
１
億
４
千
100
万
円
を
配

分
し
、
補
償
料
に
つ
い
て

は
、
２
月
末
に
算
定
し
、

工
区
ご
と
に
支
払
っ
て
い

る
。Q

自
主
防
災
会
の
会
長

へ
の
報
酬
が
必
要
で
は
な

い
か
。
ま
た
自
主
防
災
事

業
の
組
織
や
資
機
材
の
保

管
場
所
が
な
い
と
こ
ろ
に

つ
い
て
も
対
応
が
必
要
で

は
な
い
か
。

(安
井
一
義
)

A
行
政
区
単
位
ご
と
に

組
織
さ
れ
て
い
て
、
各
区

長
が
代
表
者
を
担
っ
て
い

る
。
代
表
者
へ
の
報
酬
に

つ
い
て
は
支
払
っ
て
い
な

い
。
資
器
材
購
入
な
ど
へ

の
補
助
金
な
ど
で
対
応
し

て
い
る
。
昨
年
は
11
地
区
。

組
織
向
上
支
援
事
業
費
は

４
件
申
請
が
あ
っ
た
。

Q
空
き
家
活
用
支
援
事

業
は
ど
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

が
多
い
の
か
。(奥

山

格
)

A
空
き
家
改
修
事
業
は

５
件
で
、
う
ち
本
町
地
区

の
空
き
家
を
取
得
さ
れ
た

方
２
名
は
、
本
町
地
区
以

外
の
方
で
あ
り
、
本
町
地

区
以
外
の
空
き
家
を
取
得

さ
れ
た
方
３
名
は
、
市
外

か
ら
転
入
さ
れ
た
方
。
過

年
度
に
お
い
て
も
大
体
こ

の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ

る
。

Q
ど
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

の
未
収
が
多
い
の
か
。
空

き
家
を
解
体
し
更
地
に
す

る
と
、
税
の
負
担
と
解
体

工
費
用
が
か
さ
む
。
市
独

自
対
策
の
考
え
は
な
い
か
。

(鈴
木
由
美
子
)

A
経
済
的
に
支
払
い
に

余
裕
が
な
い
世
帯
が
多
い
。

不
良
住
宅
除
去
の
支
援
も

あ
る
が
、
国
の
判
定
基
準

は
評
価
が
厳
し
い
。
補
助

制
度
か
ら
外
れ
た
場
合
の

対
策
も
課
題
で
あ
り
、
総

合
的
な
空
き
家
対
策
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

Q
集
落
か
ら
店
が
な
く

な
り
、
増
加
す
る
一
方
の

買
い
物
弱
者
支
援
と
し
て
、

生
鮮
食
品
や
日
用
雑
貨
な

ど
を
取
り
扱
う
移
動
販
売

車
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

(青
野
隆
一
)

A
導
入
に
つ
い
て
は
、

大
手
ス
ー
パ
ー
な
ど
も
移

動
販
売
事
業
に
参
入
す
る

可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

近
隣
自
治
体
や
民
間
企
業

の
動
向
も
見
極
め
て
判
断

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

自
主
防
災
会

高
齢
者

買
物
支
援
事
業

Q
風
し
ん
予
防
接
種
の
、

追
加
的
対
策
事
業
と
予
防

接
種
促
進
事
業
の
違
い
は

何
か
。
ま
た
、
追
加
的
対

策
事
業
の
対
象
者
602
人
に

対
し
、
実
施
人
数
が
172
人

Q
徳
良
湖
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
の
間
を
購
入
し
た

土
地
は
、
今
後
ど
の
よ
う

な
有
効
活
用
を
検
討
し
整

備
し
て
い
く
予
定
か
。

(和
田

哲
)

固
定
資
産
税

公
有
財
産
購
入
事
業

Q
設
置
は
し
た
が
各
校

の
断
熱
が
心
配
。
環
境

学
習
の
た
め
電
気
は
地
元

産
を
選
ぶ
べ
き
。
避
難
所

指
定
の
部
屋
の
設
置
状
況

は
ど
う
か
。(塩

原
未
知
子
)

A
扇
風
機
や
配
置
で
工

夫
し
て
い
る
。
電
気
は
現

在
東
北
電
力
だ
が
、
今
後
、

や
ま
が
た
新
電
力
を
検
討

し
て
い
る
。
避
難
所
は
今

後
対
応
を
検
討
す
る
。

Q
消
防
団
に
よ
る
自
動

車
ポ
ン
プ
な
ど
で
の
予

防
・
広
報
活
動
は
、
火
災

予
防
活
動
と
し
て
効
果
が

大
き
い
と
考
え
る
。
現
状

の
活
動
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

(伊
藤

浩
)

A
昨
年
度
実
績
で
、
延

べ
350
回
１
千
400
名
余
り
の

活
動
と
な
っ
て
い
る
。
予

防
効
果
も
大
き
い
の
で
、

活
動
手
当
も
近
隣
自
治
体

並
み
に
維
持
し
て
い
き
た

い
。

Q
歳
入
に
お
い
て
全
体

的
に
不
納
欠
損
額
は
前
年

度
に
比
べ
減
少
し
て
い
る

が
、
収
入
未
済
額
に
お
い

て
増
加
が
み
ら
れ
る
。
納

税
は
義
務
で
あ
り
、
不
納

欠
損
額
を
出
さ
な
い
工
夫

が
さ
ら
に
必
要
。
そ
の
た

め
に
は
収
入
未
済
額
を
出

さ
な
い
取
り
組
み
が
さ
ら

に
必
要
。
今
後
の
取
り
組

み
は
ど
う
か
。(鈴

木
裕
雅
)

A
納
税
し
や
す
い
環
境

を
整
え
、
収
入
率
向
上
に

努
め
る
。

Q
入
館
者
が
昨
年
よ
り

727
人
増
え
て
い
る
が
要
因

は
何
か
。
来
年
は
清
風
没

後
300
年
に
当
た
る
が
、
ど

の
よ
う
な
魅
力
あ
る
企
画

を
考
え
て
い
る
か
。

(鈴
木

清
)

A
芭
蕉
来
訪
330
周
年
に

当
た
り
、
版
画
や
市
政
60

周
年
の
雅
楽
展
な
ど
企
画

し
た
。
来
年
は
、
清
風
の

実
像
と
俳
句
の
世
界
を
理

解
で
き
る
よ
う
な
特
別
企

画
を
考
え
て
い
る
。

風
疹
予
防
接
種
事
業

学
校
エ
ア
コ
ン

設
置
工
事

非
常
備
消
防
事
業

収
入
未
済
額

芭
蕉
・
清
風

歴
史
資
料
館

A
５
千
214
㎡
の
土
地
を

購
入
し
た
が
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
ま
た
は
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
の
拡
張
を
計

画
を
し
て
い
る
。
今
後
の

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
伐

採
し
た
約
700
本
の
抜
根
作

業
も
含
め
る
必
要
が
あ
る
。

の
み
で
あ
る
。
今
後
の
対

応
は
ど
う
な
る
か
。

(小
関
英
子
)

A
追
加
的
対
策
事
業
Ｓ

47
年
４
月
２
日
~
Ｓ
54
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

が
対
象
。
予
防
接
種
促
進

事
業
は
妊
婦
の
家
族
に
対

し
て
の
予
防
接
種
に
な
る
。

追
加
的
対
策
事
業
の
対
象

者
の
方
に
は
再
度
予
防
接

種
を
推
進
し
て
い
く
。

“考えよう･決算①” 予算がどう使わ れたか？市民の税金がどう使われたか？

全員で 82 項目質疑！
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い
る
対
象
地
区
の
住
民
に

対
し
て
、
制
度
周
知
の
徹

底
を
要
望
し
た
。

一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費

国
保
財
政
負
担
の
軽
減
、

安
定
運
用
を
図
る
た
め
、

保
険
者
努
力
支
援
交
付
金

の
対
象
と
な
る
医
療
費
適

正
化
な
ど
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
進
め
、
引
き
続
き

疾
病
の
重
症
化
予
防
に
努

め
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
た
。

中
央
診
療
所
施
設
勘
定

今
後
の
診
療
所
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
市
民
が

望
む
公
的
医
療
機
関
と
し

て
の
役
割
を
十
分
に
検
討

し
、
引
き
続
き
医
師
の
確

保
を
要
望
し
た
。

一
般
管
理
費

職
員
の
健
康
管
理
に
つ

い
て
、
健
診
の
結
果
、
再

検
査
や
治
療
を
要
す
る
職

員
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た

め
、
一
層
の
健
康
管
理
に

努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
し

た
。

会
計
管
理
費

各
予
算
の
執
行
に
つ
い

て
は
、
適
性
か
つ
支
払
い

が
滞
り
な
く
行
わ
れ
る
よ

う
、
全
庁
的
な
取
り
組
み

を
要
望
し
た
。

路
線
バ
ス
運
行
費

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
路
線
バ
ス
の
運
行
形

態
や
車
両
の
選
定
な
ど
に

つ
い
て
は
、
各
課
と
連
携

し
さ
ら
に
検
討
さ
れ
る
よ

う
要
望
し
た
。

地
域
開
発
費

来
年
度
は
徳
良
湖
築
堤

100
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
桜
の
記
念
植
樹
も
含

め
、
周
辺
樹
木
の
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
ら
れ
る

よ
う
要
望
し
た
。

防
災
対
策
費

避
難
所
機
能
強
化
等
推

進
事
業
に
つ
い
て
、
非
常

食
や
毛
布
な
ど
の
備
蓄
品

を
計
画
的
に
避
難
所
に
配

備
す
る
旨
を
了
承
。
し
か

し
保
管
ス
ペ
ー
ス
を
充
分

確
保
で
き
な
い
避
難
所
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
先
進
地

の
調
査
・
研
究
を
検
討
さ

れ
る
よ
う
要
望
し
た
。

第
一
分
科
会
総
務
文
教
常
任
委
員
会

第
二
分
科
会
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会
分
科
会
委
員
長
報
告

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費

市
民
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
率
は
11
．

４
％
で
あ
り
、
取
得
向
上

に
向
け
た
普
及
啓
発
に
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
し

た
。

消
防
施
設
費

耐
震
性
貯
水
槽
は
、
断

水
時
で
も
使
用
で
き
る
こ

と
か
ら
、
市
民
の
生
命
や

財
産
を
守
る
た
め
、
引
き

続
き
計
画
的
に
整
備
さ
れ

る
よ
う
要
望
し
た
。

小
中
学
校
管
理
費

児
童
生
徒
用
パ
ソ
コ
ン

及
び
校
内
の
無
線
LAN
に
つ

い
て
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
も
と
整
備
さ
れ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
・

機
器
と
合
わ
せ
有
効
活
用

す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
ICT
教
育
環
境
を
充
実
さ

れ
る
よ
う
要
望
し
た
。

雪
対
策
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
費

徳
良
湖
に
設
置
さ
れ
て

い
る
マ
イ
ク
ロ
小
水
力
発

電
に
つ
い
て
、
維
持
管
理

に
努
め
、
環
境
学
習
な
ど

に
積
極
的
に
活
用
す
る
よ

う
要
望
し
た
。

保
育
業
務
委
託
料

今
後
施
設
の
老
朽
化
や

出
生
率
減
少
が
さ
ら
に
進

む
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

保
育
施
設
未
来
予
想
図
検

討
委
員
会
の
意
見
を
十
分

に
尊
重
の
う
え
、
検
討
さ

れ
る
よ
う
要
望
し
た
。

有
害
鳥
獣
対
策
事
業

簡
易
電
気
柵
の
購
入
に

係
る
県
補
助
制
度
を
県
と

協
議
し
、
市
民
の
負
担
軽

減
の
た
め
通
年
活
用
で
き

る
よ
う
要
望
し
た
。

除
排
雪
等
業
務
委
託
料

少
雪
時
の
待
機
補
償
料

に
つ
い
て
、
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
確
保
の
観
点
か
ら
、
今

後
も
継
続
さ
れ
る
よ
う
要

望
し
た
。

重
兵
衛
堰
消
流
雪
用
水
水

利
権
取
得
資
料
作
成
業
務

委
託関

係
機
関
や
地
区
民
と

の
協
議
を
重
ね
、
今
冬
も

試
験
通
水
を
行
う
と
の
こ

と
か
ら
、
水
利
権
の
早
期

取
得
に
向
け
、
引
き
続
き

事
業
を
推
進
さ
れ
る
よ
う

要
望
し
た
。

住
宅
管
理
費

市
営
住
宅
の
空
室
の
解

消
に
向
け
、
新
た
な
施
策

の
展
開
を
要
望
し
た
。

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅

移
転
促
進
事
業

豪
雨
災
害
が
頻
発
し
て

請願の審査

「細野地区内市道Ⅱ-31霧山線及びⅢ-845号
線における流雪溝整備に関する請願」
下巾地区には高齢世帯も多く、除排雪に苦

慮しているため、流雪溝の早急な設置を願う
ものである。
請願者代表 細野地区 五十嵐 仲一

請願第１号

７月28日の豪雨によりもたらされた甚大な
被害が８月28日に激甚災害に指定され、最適
な復旧工法の採用とともに速やかな災害復旧
が行われるよう、市長に対し議会の総意とし
て、次の２点を要望した。

１ 豪雨災害に関する意見書
７月28日からの豪雨により発生した最上
川氾濫において、次の3点について適切な措
置を講じられるよう国及び県に意見書を提出
した。

２ 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う
地方財政の急激な悪化に対し、地方税財
源の確保を求める意見書を衆・参議院議
長はじめ関係大臣に提出した。

要 望 書意 見 書

請願第１号、第２号とも全会一致で採択された。

「豪雨災害に関する請願」
１ 抜本的対策を講じた揚水設備の構築につ
いて

２ 応急処置、豪雨での土砂崩壊や水路・排
水路の整備、その他について

３ 揚水設備、水路、排水路などの工事費の
耕作者負担金の軽減について

請願者
大海平水利組合 組合長 庄司 久志
西野々揚水組合 組合長 国分 幸一
大向水利組合 組合長 庄司 誠

請願第２号

３
日
間
に
わ
た
り
、
各
課
の
事
業

を
詳
細
に
審
査
し
ま
し
た
。

〝
考
え
よ
う
・
決
算
②
〞

９月定例会賛否状況
(賛否の分かれた議案のみ掲載 他は全会一致で可決)

菅
野

修
一

星
川

薫

菅
野

喜
昭

安
井

一
義

大
類

好
彦

奥
山

格

青
野

隆
一

鈴
木
由
美
子

和
田

哲

小
関

英
子

塩
原
未
知
子

伊
藤

浩

鈴
木

裕
雅

鈴
木

清受 理 番 号 採決の結果
議第72号(監査委員選任) 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

○：賛成 ×：反対 ／：議長

議会発

①抜本的対策を講じた揚水設備の構築について
②応急処置、豪雨での土砂崩壊や水路・排水路
の整備その他について
③耕作者の負担軽減について

１ 揚水場などの復旧工事について、原形復旧
だけでない、位置、規模、構造、工法など
の変更並びに冠水防止対策を含めて、被災
者の声を十分に反映して実施すること。

２ 農家1戸当たりの復旧事業費に対する地元
負担金については、最大限の軽減措置を講
ずること。
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度
比
６
．
２
％
減
の
８
３
、

８
７
３
人
（
１
日
平
均
２
２

９
．
２
人
）、外
来
患
者
数
は
、

前
年
度
比
０
．
１
％
減
の
９

９
，
８
７
３
人
（
１
日
平
均

４
１
４
．
４
人
）
で
あ
っ
た
。

要
因
と
し
て
は
、
外
科
、
整

形
外
科
、
脳
神
経
内
科
の
医

師
数
の
減
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。

そ
の
他
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
患
者
な
ど
に
対
応
を
し

た
場
合
の
職
員
へ
の
特
殊
勤

務
手
当
支
給
条
例
の
一
部
改

正
を
し
た
。

◯囲み数字が掲載

青
野
隆
一

① 徳良湖築堤100周年記念事業

② 尾花沢らしい特色ある学校づくり

③ 激甚災害への対応

伊
藤

浩

① 農業を取り巻く問題

② 災害対策

3 学園都市構想

鈴
木
由
美
子

① 尾花沢市LINE公式アカウント開設

② 商工と福祉連携でプレミアム商品券
発行事業を

星
川

薫

① 元気な地域づくり交付金事業

② 住宅関連補助事業

③ 7月28日豪雨による豊田水源場冠水に伴う断水

和
田

哲

① 事業継承・雇用継続奨励金の現状と今後の支援
2 尾花沢市スポーツ振興計画の策定状況
③ 尾花沢市文化体育施設サルナートの利用条件
④ スマートフォン向けアプリを使った情報提供
⑤ 徳良湖周辺整備の現状と課題

小
関
英
子

① コロナ対策の拡充
② 命を守る防災対策の拡充
③ 障がい者と共生する尾花沢へ条例制定
4 ワンストップ窓口対応

塩
原
未
知
子

① 尾花沢の特産品と生産者を守る農政
② 山の保全を農林業と地域活性につなげる取組み
3 ハザードマップに防災協力可能な井戸マップを加えてはどうか
④ IJU移住促進

鈴
木
裕
雅

① 災害発生時の連携
② 徳良湖周辺マスタープラン
3 通学路
4 爆破予告

鈴
木

清

① コロナ時代の教育行政
② コロナ時代の国民健康保険税
3 コロナ禍・７月豪雨災害の中、いかに営農を守るか
4 コロナ時代の図書館

菅
野
修
一

① 未整備地区の農地整備計画の策定と事業推進を
② ｢人里恐ろし｣サル出没回避モデルガンの導入事業化
③ 移住政策の積極的な推進を
4 過疎高齢化集落の共有山林の税徴収の有り方
5 海外の市や町との友好都市締結の考えは

奥
山

格

① 7月28日の豪雨災害

2 保安林

3 山林の地籍調査

菅
野
喜
昭

① 今後の防災対策
2 新型コロナウイルス感染症対策
3 自衛隊との連携及び自衛官等OBの活用
4 第７次尾花沢市総合振興計画における農業振興策
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８
月
21
日
、
尾
花
沢
市
大
石
田
町
環
境
衛
生

事
業
組
合
会
議
室
で
全
員
協
議
会
を
開
催
し
た
。

７
月
豪
雨
に
伴
う
調
査
で
、
豊
田
水
源
地
冠

水
に
よ
る
断
水
と
復
旧
作
業
経
緯
の
説
明
を
受

け
、
今
後
の
対
策
の
協
議
を
行
っ
た
。
管
理
者

か
ら
無
堤
防
地
帯
の
築
堤
の
要
望
を
行
う
説
明

を
受
け
た
。

そ
の
後
、
豊
田
地
区
の
無
堤
防
地
帯
の
最
上

川
右
岸
と
豊
田
水
源
場
の
現
地
調
査
を
行
い
、

今
後
、
豊
田
水
源
場
・
着
水
井
へ
の
逆
流
を
防

ぐ
た
め
「
土
の
う
」
備
蓄
の
説
明
を
受
け
た
。

令
和
２
年
９
月
28
日
に
定
例
会
を
村
山
市
議

場
に
て
開
催
。
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ

い
て
、
歳
入
決
算
額
９
千
770
万
円
、
歳
出
決
算

額
８
千
719
万
円
を
可
決
。
令
和
２
年
度
の
主
な

事
業
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
椅
子
設
置
工
事

費
902
万
円
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
運
行
業
務
委

託
料
143
万
円
、
視
聴
覚
教
材
購
入
費
（
学
校
教

育
・
社
会
教
育
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
152
万
円
や
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
学
習
に
必
要
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
借
上
料
な
ど
。
ま
た
、
今
年
度
事
業

と
し
て
「
は
や
ぶ
さ
２
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
」
や
チ

ェ
リ
ス
ト
加
藤
皓
平
氏
（
元
地
域
お
こ
し
協
力

隊
）
と
庄
司
紗
千
氏
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
）
を
迎
え
て
の
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
ラ
寝

た
リ
ウ
ム
」
な
ど
を
開
催
し
た
と
の
報
告
を
受

け
、
閉
会
し
た
。

北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

広域組合議会の報告広域組合議会の報告広域組合議会の報告

市町名 負担金

東 根 市 4億7,294万円

村 山 市 2億9,858万円

大石田町 6,681万円

尾花沢市 1億3,816万円

北
村
山
公
立
病
院
組
合
議

会
第
２
回
定
例
会
が
７
月
30

日
東
根
市
議
場
で
開
か
れ
、

令
和
元
年
度
同
病
院
組
合
事

業
決
算
認
定
な
ど
議
案
２
件

が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
通
り
可
決
し
て
閉
会
し
た
。

令
和
元
年
度
は
、
病
院
事
業

収
益
が
前
年
度
比
３
．
３
％

減
の
52
億
８
千
883
万
円
、
病

院
事
業
費
用
が
前
年
度
比
１
．

５
％
減
の
54
億
８
千
568
万
円

で
、
こ
の
結
果
、
純
損
失
１

億
９
千
686
万
円
を
計
上
し
た
。

建
設
改
良
事
業
と
し
て
は
、

３
年
計
画
の
２
年
目
と
な
っ

た
外
来
エ
リ
ア
改
修
工
事
を

行
う
一
方
、
磁
気
共
鳴
イ
メ

ー
ジ
ン
グ
装
置
(MRI
)な
ど
の

医
療
機
器
を
導
入
し
、
診
療

体
制
の
充
実
を
図
っ
た
。
ま

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
し
て
は
当
院
で
も
院
内
感

染
、
医
療
崩
壊
を
回
避
す
べ

く
、
来
院
す
る
方
へ
の
検
温
、

入
院
患
者
へ
の
面
会
制
限
、

電
話
診
療
開
始
な
ど
の
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

ま
た
入
院
患
者
数
は
、
前
年

北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

北村山公立病院負担金

尾
花
沢
市
大
石
田
町
環
境

衛
生
事
業
組
合
議
会

プログラミング教室の授業風景

※議員の質問はアクリル板で保護しているため、マスクは未着用です。
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要
か
。

本
市
の
花
笠
踊
り
が
こ

の
「
ア
ン
ブ
レ
ラ
ダ
ン

ス
」
の
分
野
に
入
る
の
か
、
ま

た
そ
の
場
合
の
要
件
な
ど
、
申

請
機
関
を
通
じ
て
確
認
し
て
い

き
た
い
。『

小
規
模
校
の
メ
リ
ッ

ト
を
最
大
化
し
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
最
小
化
す
る
』
取
り

組
み
に
よ
っ
て
魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

わ
か
ら
な
い
子
ど
も
を

一
人
も
つ
く
ら
な
い
学

習
環
境
の
整
備
は
、
教
育
の
根

幹
で
あ
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

い
所
も
あ
る
の
で
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
な
ど
を
作
成
し
、
防
災
学
習

や
訓
練
の
機
会
を
作
っ
て
い
き

た
い
。

避
難
時
に
介
助
を
必
要

と
す
る
要
援
護
者
に
つ

い
て
は
、
区
長
や
民
生
委
員
だ

け
で
無
く
、
地
域
の
消
防
団
に

も
情
報
を
開
示
し
、
地
域
全
体

で
大
規
模
な
避
難
発
生
に
備
え

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。災

害
時
要
援
護
者
避
難

支
援
制
度
で
は
、
現
在

821
世
帯
が
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
。
消
防
団
と
の
連
携
は
極

め
て
重
要
で
あ
り
、
自
主
防
災

組
織
の
中
で
あ
れ
ば
情
報
も
共

有
で
き
る
と
考
え
る
の
で
、
協

力
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
。

７
月
28
日
の
豪
雨
に
よ

る
復
旧
事
業
費
、
地
権

者
数
、
測
量
設
計
費
の
見
込
み

額
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

過
去
に
例
を
見
な
い
最

上
川
の
水
位
上
昇
な
ど

に
よ
り
、
本
市
で
も
大
き
な
農

林
被
害
を
受
け
た
。
県
へ
の
報

告
内
容
は
、
概
算
被
害
額
と
し

て
揚
水
機
場
５
ヶ
所
で
６
億
５

千
万
円
、
農
地
１
ヶ
所
で
１
億

７
千
万
円
、
地
権
者
は
全
体
で

193
名
で
あ
る
。

農
水
省
で
は
、
現
在
の

位
置
に
原
形
復
旧
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
施
設
の
安
定

が
保
ち
得
な
い
場
合
は
、
位
置
、

規
模
、
構
造
、
工
法
な
ど
を
変

更
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
ど

う
考
え
る
か
。

再
度
災
害
防
止
の
観
点

か
ら
、
電
気
設
備
の
一

部
を
浸
水
上
限
位
置
よ
り
高
い

場
所
へ
移
転
す
る
な
ど
、
災
害

復
旧
事
業
で
出
来
得
る
最
大
限

の
防
止
策
を
盛
り
込
む
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
市
の
農
業
は
、
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
に
よ

っ
て
離
農
者
が
多
く
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
で
き
る
か
ぎ
り

地
元
負
担
金
を
軽
減
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

国
の
災
害
査
定
後
で
な

け
れ
ば
復
旧
工
事
費
を

算
定
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、

査
定
設
計
費
用
に
つ
い
て
は
市

が
全
額
負
担
す
る
な
ど
、
極
力

地
元
負
担
の
軽
減
に
努
め
た
い
。

徳
良
湖
の
100
年
間
の
歴

史
に
感
謝
を
し
、
次
の

100
年
に
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
取
り

組
み
が
心
要
で
は
な
い
か
。

来
年
５
月
に
記
念
事
業

を
開
催
し
た
い
と
考
え

て
お
り
、
複
数
の
課
で
企
画
案

を
練
っ
て
い
る
。

徳
良
湖
の
四
季
の
美
し

さ
を
競
う
『写
真
コ
ン

テ
ス
ト
』を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の

撮
影
も
可
能
な
部
門
を

設
け
た
り
、
100
周
年
に
合
わ
せ

て
「
徳
良
湖
百
景
」
と
す
る
な

ど
、
市
民
の
誰
も
が
参
加
で
き

る
楽
し
い
事
業
と
し
て
実
施
し

た
い
。

鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭

り
の
一
斉
傘
踊
り
が
、

１
，
６
８
８
人
の
参
加
で
ギ
ネ

ス
に
認
定
さ
れ
た
。『
傘
』
と

『
笠
』
の
違
い
は
あ
る
が
、
本
市

の
花
笠
踊
り
が
世
界
一
に
な
る

に
は
、
ど
の
よ
う
な
要
件
が
必

青
あお

野
の

隆一
りゅういち

議員

問答答

市長…測量設計費など、最大限の負担軽減に努めたい。

７月豪雨災害の地元負担を軽減せよ！

問

７
月
ま
で
の
日
照
不
足

が
原
因
で
、
特
産
の
ス

イ
カ
や
稲
作
に
被
害
が
発
生
し

て
い
る
が
被
害
状
況
を
ど
う
把

握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
稲
作

に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

米
の
消
費
量
が
減
り
、
在
庫
が

増
え
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
の
考
え
は

ど
う
か
。６

月
下
旬
か
ら
の
長
雨

で
日
照
不
足
と
な
り
、

農
作
物
に
と
っ
て
は
大
変
厳
し

い
環
境
と
な
っ
た
。
被
害
状
況

は
、
ス
イ
カ
の
出
荷
量
が
前
年

比
で
２
割
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

水
稲
も
イ
モ
チ
病
の
発
生
が
多

く
、
防
除
回
数
も
増
加
し
て
い

る
。
今
後
稲
作
に
つ
い
て
は
、

流
通
量
や
取
引
価
格
が
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
る
見
込
み

で
あ
れ
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

と
し
て
検
討
す
る
事
に
し
て
い

る
。

増
え
続
け
る
鳥
獣
被
害

の
防
止
対
策
と
し
て
｢地

域
ぐ
る
み
で
の
対
策
」
を
推
進

し
て
い
る
が
、
も
っ
と
具
体
的

な
方
法
を
指
導
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

具
体
的
に
支
援
が
必
要

な
集
落
に
は
声
掛
け
を

行
い
、
一
緒
に
な
っ
て
計
画
づ

く
り
や
組
織
化
に
つ
い
て
総
合

的
に
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

年
を
追
う
ご
と
に
複
雑

化
す
る
自
然
災
害
に
備

え
、
集
落
単
位
の
防
災
訓
練
は
、

日
頃
か
ら
の
備
え
と
し
て
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
人
材
不
足

な
ど
に
よ
り
、
自
主
的
に
訓
練

が
出
来
な
い
地
区
に
対
し
て
は
、

行
政
主
導
で
訓
練
を
実
施
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

自
主
防
災
会
長
と
意
見

交
換
を
行
っ
た
。
地
域

に
よ
っ
て
は
、
訓
練
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
分
か
ら
ず
に
実
施
で
き
な

問答

市長…消防団との連携が重要である

災害対策は地域全体で進めるべき

コロナ禍で米価の
手当は絶対必要です

伊藤
いとう

浩
ひろし

議員 答

答

問農
業
を
取
り
巻
く
問
題

問

答

問

答

有害鳥獣駆除活動

問 災
害
対
策
に
つ
い
て

徳
良
湖
築
堤
百
周
年
に

ギ
ネ
ス
挑
戦
を
！

これまでに経験し
たことのない災害
が毎年起きている。

問答

問

答

問

答 尾
花
沢
ら
し
い
特
色

あ
る
教
育
を
！

問

答
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策
に
加
え
、
各
課
で
市
独
自
の

対
策
を
講
じ
て
き
て
い
る
の
で

無
償
提
供
は
考
え
て
い
な
い
。

こ
の
度
の
断
水
に
お
け

る
検
証
事
項
の
一
つ
に
、

圧
送
が
可
能
な
圧
力
式
給
水
車

を
所
有
し
て
い
な
い
た
め
、
受

水
槽
へ
の
給
水
が
出
来
な
い
こ

と
が
判
明
し
た
。
防
災
庁
舎
と

も
い
わ
れ
て
い
る
本
庁
舎
で
あ

る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
の
受
水

槽
に
水
を
入
れ
る
に
も
他
市
の

給
水
車
を
使
用
す
る
し
か
な
か

っ
た
。
今
後
の
有
事
に
備
え
、

圧
力
式
給
水
車
の
配
備
が
必
要

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

提
案
の
圧
送
式
給
水
車

に
つ
い
て
は
、
市
民
へ

の
給
水
活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ

る
こ
と
、
ま
た
施
設
の
受
水
槽

へ
の
給
水
も
可
能
な
こ
と
な
ど
、

従
来
の
給
水
車
に
比
べ
、
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
の
で
、
導
入
に
つ
い
て
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

市
か
ら
の
情
報
は
そ
の

都
度
発
信
さ
れ
る
が
、

「
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
い
」

「
携
帯
電
話
を
も
っ
と
活
用
で

き
な
い
か
」
と
の
声
が
多
い
。

エ
リ
ア
メ
ー
ル
は
送
信
で
き
る

情
報
に
制
限
が
あ
る
の
で
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
の
細
か
な
情
報
配

信
を
求
め
る
市
民
の
た
め
に
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

開
設
し
て
は
ど
う
か
。

災
害
時
に
は
素
早
く
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報

伝
達
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

防
災
無
線
や
エ
リ
ア
メ
ー
ル
に

加
え
て
、
さ
ら
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
避
難

情
報
や
支
援
情
報
、
市
政
一
般

に
つ
い
て
も
必
要
時
に
お
知
ら

せ
で
き
る
。
ま
た
情
報
伝
達
媒

体
が
複
数
あ
る
こ
と
で
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
情
報
取

得
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
登
録
も
呼

び
掛
け
る
必
要
が
あ
る
。

い
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
緊

急
事
態
で
あ
り
、
経
済

的
・
精
神
的
に
も
困
窮
さ
れ
て

い
る
方
は
い
な
い
の
か
。
経
済

活
性
化
の
た
め
、
商
店
と
市
民

の
相
互
扶
助
に
基
づ
く
な
ら
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
に
恩
恵
が
行
き
渡
り

偏
り
は
な
い
か
。
限
ら
れ
た
財

源
を
効
率
よ
く
有
効
に
使
う
た

め
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
事
業
補
助
金
の
中
か
ら
、
生

活
保
護
受
給
者
、
ひ
と
り
親
で

扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
市
で

状
況
把
握
し
て
い
る
方
の
中
か

ら
、
よ
り
困
窮
さ
れ
て
い
る
方

を
絞
り
込
ん
で
、
商
品
券
を
一

定
金
額
無
償
提
供
で
き
な
い
か
。

こ
れ
ま
で
様
々
な
コ
ロ
ナ
対
策

支
援
も
あ
っ
た
が
、
生
活
が
続

く
限
り
何
度
で
も
手
を
差
し
伸

べ
る
べ
き
で
は
。

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
様
々
な
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
及

び
経
済
支
援
対
策
は
、
国
の
施

問答

市長…活用を検討し開設に向けて準備を進める

尾花沢市LINE公式アカウントの開設を！

問

地
域
づ
く
り
提
案
事
業

は
、
事
業
費
の
４
／
５

上
限
50
万
円
の
交
付
と
な
っ
て

い
る
が
、
地
域
の
事
情
を
鑑
み

る
と
交
付
額
を
下
げ
て
で
も
負

担
の
無
い
交
付
事
業
に
変
え
る

べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、
現
在

は
定
住
応
援
課
の
所
管
と
な
っ

て
い
る
が
、
地
域
の
実
情
や
実

態
を
把
握
し
て
い
る
各
公
民
館

に
事
業
を
移
管
す
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

｢地
域
づ
く
り
座
談
会
」

を
開
催
し
、
地
域
の
将

来
を
見
据
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
づ
く
り
活
動
の
あ
り
方
・
地

域
で
の
支
え
合
い
・
公
民
館
の

関
わ
り
方
を
、
引
き
続
き
地
域

の
方
々
皆
で
議
論
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
元
気
な
地
域
づ
く
り

交
付
金
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
、
そ
の
地
域
で
の
事
業
見

直
し
・
再
構
築
の
方
向
性
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、「
地
域
の
活

性
化
に
関
す
る
事
業
」
や
「
地

域
づ
く
り
提
案
事
業
」
以
外
の

３
メ
ニ
ュ
ー
も
含
め
、
有
効
な

支
援
策
と
な
る
よ
う
全
体
的
な

見
直
し
・
検
討
を
図
っ
て
い
く
。

宅
地
取
得
等
助
成
事
業

(ふ
る
さ
と
暮
ら
し
応

援
事
業
)で
は
、
空
き
家
購
入

費
を
含
む
宅
地
取
得
の
場
合
、

10
％
以
内
で
100
万
円
、
市
外
か

ら
転
入
し
、
義
務
教
育
終
了
前

の
子
供
が
い
る
場
合
は
、
20
％

以
内
で
200
万
円
を
限
度
に
助
成

す
る
事
業
で
あ
る
。
市
営
ア
パ

ー
ト
や
県
営
ア
パ
ー
ト
に
住
む

家
族
が
、
世
帯
収
入
の
変
化
に

よ
り
、
ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
際

の
収
入
区
分
階
層
に
当
て
は
ま

ら
ず
、
空
き
家
な
ど
の
取
得
を

希
望
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
市

内
の
方
に
こ
れ
か
ら
も
住
み
続

け
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
同

事
業
の
助
成
額
を
移
住
者
と
同

等
、
若
し
く
は
限
度
額
は
維
持

し
助
成
率
を
20
％
に
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

市
営
住
宅
や
県
営
住
宅

に
お
い
て
世
帯
収
入
の

変
化
に
よ
り
転
出
す
る
必
要
が

あ
る
場
合
、
市
外
へ
の
転
出
と

な
ら
な
い
よ
う
、
そ
の
事
情
を

勘
案
の
う
え
、
市
内
へ
の
定
住

に
結
び
つ
く
よ
う
何
ら
か
の
対

策
を
講
じ
る
こ
と
も
重
要
な
視

点
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

が
あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
対

策
が
有
効
な
の
か
、
各
方
面
か

ら
実
態
を
お
聞
き
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

問答

市長…導入に前向きに検討する

有事に備え､圧送式給水車の配備を‼

答

問答

問

答

豊
田
水
源
場
冠
水
に
伴
う
断
水

住
宅
関
連
補
助
事
業

災
害
・
緊
急
時
の
情
報
伝
達

商
工
と
福
祉
の
連
携

で
事
業
展
開
を

つぶやき… つぶやき…

鈴
すず

木
き

由
ゆ

美
み

子
こ
議員

住み続けたいまち、
安心・安全なまち
づくりを

星
ほし

川
かわ

薫
かおる

議員

市民の幸せのため
大きく目と心開い
て総合的に

元
気
な
地
域
づ
く
り

交
付
金
事
業

他市のLINEの例

商店街 仲町交差点付近
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せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
運

用
方
法
を
検
討
し
な
が
ら
、
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
開
設

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
。

今
年
の
徳
良
湖
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
お
け
る
事

業
見
通
し
と
、
来
年
度
事
業
は

何
を
検
討
し
て
い
る
か
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
拡

張
工
事
、
レ
ス
ト
ラ
ン
徳
良
湖

の
テ
ラ
ス
席
設
置
、
花
笠
グ
ラ

ウ
ン
ド
改
修
の
３
事
業
に
係
る

実
施
設
計
は
、
そ
れ
ぞ
れ
今
後

発
注
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
来
年
度
は
、
花
畑
整
備

事
業
を
中
心
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に

係
る
抜
根
や
、
花
笠
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。

ラ
ン
に
向
け
策
定
委
員
会
を
設

置
し
、
具
体
的
な
事
業
や
施
策

な
ど
進
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
緊
急
対
策
と

し
て
、
県
と
市
が
財
源
を
双
方

で
負
担
し
、
従
業
員
数
の
維
持

と
労
働
者
を
雇
用
解
雇
か
ら
守

る
「
事
業
承
継
・
雇
用
継
続
奨

励
金
」
の
申
請
や
相
談
状
況
は

ど
う
か
。８

月
末
現
在
で
執
行
率

は
０
％
で
相
談
な
ど
も

な
い
状
況
だ
が
、
市
内
企
業
の

経
営
者
の
方
々
が
、
事
業
承
継

へ
の
不
安
を
話
さ
れ
る
現
状
は

把
握
し
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
は
国
・
地

方
行
政
に
よ
る
支
援
が

あ
る
が
、
そ
れ
が
終
了
し
た
後

の
事
業
者
支
援
と
労
働
力
の
確

保
が
心
配
さ
れ
る
。
国
・
県
の

支
援
対
象
か
ら
外
れ
た
場
合
を

想
定
し
、
本
市
に
見
合
っ
た
継

続
的
な
支
援
の
検
討
が
必
要
で

は
な
い
か
。

経
営
に
及
ぼ
す
影
響
は

当
分
続
く
見
通
し
で
あ

り
、
継
続
し
た
支
援
が
必
要
に

な
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
。

国
の
今
後
の
対
策
を
注
視
し
な

が
ら
、
県
や
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
、
本
市
と
し
て
の
取
り

組
み
を
考
え
て
い
く
。

サ
ル
ナ
ー
ト
の
ア
リ
ー

ナ
を
使
用
で
き
る
ス
ポ

ー
ツ
種
目
で
、
使
用
が
出
来

る
・
出
来
な
い
の
基
準
は
何
か
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
そ
の
他
綱
引
き
な
ど
は

利
用
可
。
そ
れ
以
外
は
、
施
設

設
備
や
用
具
自
体
が
な
い
た
め

利
用
不
可
と
し
て
い
る
。

フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど
の
利

用
ニ
ー
ズ
が
あ
る
競
技

に
つ
い
て
は
、
備
品
購
入
や
利

用
条
件
の
見
直
し
な
ど
の
工
夫

を
し
て
、
よ
り
多
く
の
種
目
が

大
会
な
ど
を
行
え
る
よ
う
に
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

利
用
種
目
を
新
し
く
加

え
る
場
合
は
、
ど
う
い

う
課
題
が
あ
る
か
を
検
証
し
た

う
え
で
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

本
市
で
は
、
公
式
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
・
公
式
Ｙ

Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
を
既
に
活
用
し

て
い
る
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の

便
利
な
ア
プ
リ
を
加
え
て
は
ど

う
か
。

市
民
が
求
め
る
本
当
に

必
要
な
情
報
を
、
必
要

な
時
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
知
ら

問答

答

市長…課題や対策などを把握し、慎重に判断していく

サルナートアリーナ利用条件の緩和を！

問

特
別
定
額
給
付
金
の
基

準
日
の
４
月
27
日
以
降

８
月
末
ま
で
の
新
生
児
の
人
数

は
何
人
で
、
母
子
健
康
手
帳
を

交
付
し
た
人
数
は
何
人
か
。

新
生
児
は
17
人
で
母
子

健
康
手
帳
は
12
人
に
交

付
さ
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
心
の
不
調

を
抱
え
る
人
に
適
切
な

支
援
を
行
う
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

・
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
（
Ｍ
Ｈ

Ｆ
Ａ
）
を
啓
発
普
及
し
て
は
ど

う
か
。

平
成
31
年
３
月
に
尾
花

沢
市
自
殺
対
策
計
画
を

策
定
し
、
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
開
催
し
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
・
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
に

通
じ
る
「
命
の
門
番
」
と
称
さ

れ
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成

を
図
っ
て
い
る
。

台
風
や
豪
雨
な
ど
の
水

害
時
に
、
マ
イ
・
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
行
動
が
重

要
で
あ
る
。
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
の
周
知
と
作
成
が
必
要
と

考
え
る
が
今
度
ど
う
取
り
組
む

か
。

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

は
、
予
測
可
能
な
風
水

害
な
ど
を
想
定
し
、
自
身
や
家

族
の
と
る
べ
き
行
動
を
あ
ら
か

じ
め
時
系
列
で
整
理
す
る
こ
と

で
、
い
ざ
と
い
う
時
は
、
安
全

に
避
難
行
動
が
で
き
、
リ
ス
ク

軽
減
が
で
き
る
。
市
民
や
自
主

防
災
会
へ
の
周
知
・
普
及
に
努

め
て
い
く
。

音
声
に
よ
る
119
番
通
報

が
困
難
な
方
が
通
報
で

き
る
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
119
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
」
を
早
急
に
導
入
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

県
内
で
は
今
年
度
内
に

７
消
防
本
部
で
導
入
運

用
さ
れ
て
い
る
。
大
石
田
町
と

調
整
を
図
り
導
入
を
検
討
し
た

い
。

障
が
い
の
有
無
で
隔
て

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
人

格
と
個
性
を
尊
重
し
あ
い
生
き

て
い
く
社
会
の
実
現
の
た
め
に

条
例
制
定
を
し
て
は
ど
う
か
。

障
が
い
者
計
画
の
基
本

理
念
は
「
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。
５
カ

年
計
画
で
あ
る
障
害
者
福
祉
プ

問答

市長…給付金額やいつまで生まれた新生児を対象とするか検討し進める

支給基準日後の出生者を対象に､特別定額給付金を

問答

答

問

問答

問答

命
を
守
る
防
災
対
策

問答

事
業
承
継
・
雇
用
継
続

へ
の
支
援

つぶやき… つぶやき…

和
わ

田
だ

哲
さとし

議員

危機の時代を共に
生き抜く｢利他の心｣

小
こ

関
せき

英
えい

子
こ
議員

サルナートでフッ
トサル!!
新たな種目追加へ
キックオフ!!

サ
ル
ナ
ー
ト
利
用
条
件
の
緩
和

問

答問答 ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

向
け
の
情
報
発
信

問 徳
良
湖
周
辺
整
備
の
今
後

答

障
が
い
者
と
共
生

す
る
条
例
制
定

※
①
メ
ン
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
フ
ァ
ー
ス
ト

エ
イ
ド

心
理
的
危
機
に
陥
っ
た
方
に
対
し
て
、

専
門
家
の
支
援
が
提
供
さ
れ
る
前
に
ど
の

よ
う
な
支
援
を
提
供
す
べ
き
か
、
ど
の
よ

う
に
行
動
す
べ
き
か
対
応
法
を
身
に
つ
け

る
プ
ロ
グ
ラ
ム

※
②
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

台
風
な
ど
で
河
川
の
水
位
が
上
昇
す
る

前
に
、
自
分
自
身
が
と
る
標
準
的
な
防
災

行
動
を
時
系
列
的
に
整
理
し
た
も
の

※
③
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

高
齢
者
、
障
害
の
有
無
、
年
齢
や
社
会

的
マ
イ
ノ
リ
テ
イ
に
関
係
な
く
生
活
や
権

利
な
ど
が
保
障
さ
れ
た
環
境
を
作
っ
て
い

く
考
え
方

※
②

※
①

※
③
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土
地
改
良
区
事
業
と
併

せ
た
形
で
整
備
も
考
え

ら
れ
る
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

は
自
然
体
験
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン

に
位
置
付
け
ら
れ
、
緑
地
化
の

方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ビ

オ
ト
ー
プ
や
親
水
公
園
と
し
て

併
せ
て
整
備
で
き
る
よ
う
に
検

討
す
る
。グ

ラ
ス
ス
タ
ジ
オ
旭
東

側
、
市
所
有
の
隣
接
地

に
草
木
が
生
い
茂
り
景
観
を
損

ね
て
い
る
。
適
切
に
管
理
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

一
体
的
で
効
率
的
な
管

理
体
制
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
周
辺
の
樹

木
と
併
せ
た
適
切
な
管
理
に
努

め
た
い
。

尾
花
沢
牛
は
当
市
循
環

型
農
業
の
根
幹
。
尾
花

沢
ス
イ
カ
は
知
名
度
ア
ッ
プ
や

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
時
代
は
終
わ

っ
て
、
産
地
偽
造
を
見
過
ご
さ

ず
に
量
質
と
も
に
ブ
ラ
ン
ド
を

守
る
時
期
。
産
地
偽
造
防
止
や

知
名
度
不
足
を
補
い
、
地
域
の

農
業
者
を
守
る
た
め
、
GI
を
取

得
す
べ
き
で
は
。
ま
た
今
年
３

月
に
村
山
市
の
団
体
が
商
標
を

申
請
し
た
と
聞
く
が
本
当
か
。

尾
花
沢
そ
ば
は
減
反
で
増
え
た

が
GI
取
得
を
含
め
、
担
い
手
育

成
が
何
よ
り
肝
心
。
こ
れ
か
ら

の
米
政
策
は
豪
雨
災
害
を
防
止

す
る
た
め
に
も
、
良
質
な
水
路

を
有
す
る
水
田
の
維
持
（
水
田

の
ダ
ム
機
能
）
を
下
げ
な
い
た

め
に
も
必
要
で
は
。
尾
花
沢
の

農
業
全
体
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

｢尾
花
沢
牛
」
は
GI
申

請
中
。「
ス
イ
カ
｣は
一

旦
断
念
し
た
が
、
今
後
広
域
で

の
取
得
を
模
索
中
。「
尾
花
沢

西
瓜
」
商
標
に
つ
い
て
は
市
で

は
詳
し
く
は
分
か
ら
な
い
。

「
そ
ば
」
は
知
名
度
不
足
を
補

う
た
め
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
動
画
を
作
成
、
再
度
挑
戦
中
。

定
住
に
も
結
び
つ
く
担
い
手
の

育
成
支
援
と
、
こ
れ
か
ら
は
ス

マ
ー
ト
農
業
や
農
地
集
積
を
地

域
ご
と
の
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て

作
成
し
、
儲
か
る
農
業
の
政
策

を
進
め
て
い
き
た
い
。

山
の
保
全
を
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
ー
活
性
化
や

定
住
に
結
び
つ
け
て
は
ど
う
か
。

玉
野
地
区
で
は
二
つ
森

の
男
山
登
山
道
が
整
備

さ
れ
た
。
細
野
地
区
で
は
、
地

域
に
活
気
が
出
て
移
住
者
も
増

え
た
。
地
域
活
性
化
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。
今
後
も
山
の
保
全

と
定
住
促
進
、
地
域
を
様
々
な

角
度
か
ら
支
援
し
て
い
く
。

今
、
市
営
住
宅
の
空
室

が
多
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で

空
室
や
空
家
が
多
い
自
治
体
は

チ
ャ
ン
ス
。
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
首
都
圏
か
ら

の
移
住
や
新
規
就
農
な
ど
、
担

い
手
不
足
の
解
消
に
繋
が
る
取

組
み
を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
営
住
宅
は
用
途
変
更

が
難
し
い
が
、
キ
ャ
ン

プ
場
で
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

問

答

市長…地域ごとにプランを熟議、農地集積を進める

地域ブランドと生産者を守る儲かる農政を！

問

近
隣
自
治
体
と
連
携
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

災
害
発
生
の
際
に
迅
速
な
支
援

が
可
能
に
な
る
。
近
隣
自
治
体

が
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が
重

要
。
さ
ら
に
連
携
強
化
を
図
る

た
め
に
「
災
害
時
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
」
を
結
ぶ
べ
き
で

は
な
い
か
。

宮
城
県
大
崎
市
、
加
美

町
、
大
石
田
町
及
び
当

市
の
間
で
災
害
時
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

先
の
断
水
が
発
生
し
た
際
、
東

根
市
、
村
山
市
、
舟
形
町
か
ら

給
水
活
動
の
支
援
を
受
け
た
。

今
回
の
経
験
を
踏
ま
え
、
さ
ら

に
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

有
事
の
際
は
、
市
の
対

策
本
部
と
社
会
福
祉
協

議
会
が
設
置
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
が
協
働
し
て
設
置

す
る
の
だ
か
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
作
成
す
る
設
置
・
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
、
市
も
作
成
か

ら
参
加
す
る
べ
き
。
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
態
勢
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
再
構
築
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

設
置
に
つ
い
て
は
災
害

の
規
模
、
被
災
し
た
地

域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
行

い
活
動
も
異
な
る
が
、
民
間
と

の
連
携
も
大
切
に
な
る
。
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
災
害
発
生
時
の
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
を
ス
ム

ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、
体
制
づ

く
り
に
努
め
る
。

ド
ッ
グ
ラ
ン
に
つ
い
て

の
進
捗
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。
湖
東
側
の
候
補

地
を
視
察
し
て
き
た
。
見
晴
ら

し
は
い
い
が
周
辺
整
備
も
必
要

と
感
じ
る
。
整
備
、
検
討
も
含

め
行
政
が
視
察
を
し
て
は
ど
う

か
。

具
体
的
な
場
所
の
選
定

に
つ
い
て
は
、
周
辺
環

境
と
利
用
す
る
市
民
の
声
を
聞

き
な
が
ら
進
め
る
。
民
有
地
で

ド
ッ
グ
ラ
ン
整
備
を
進
め
て
い

る
話
も
聞
い
て
い
る
が
、
所
有

者
と
調
整
し
な
が
ら
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と
の
整
合
性
を
図
る
必

要
が
あ
る
。

土
地
改
良
区
の
事
業
と

し
て
ダ
ム
か
ら
の
水
を

徳
良
湖
に
注
ぐ
サ
イ
フ
ォ
ン
長

寿
命
化
計
画
が
あ
る
。
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
を
全
体
的
に
見
直
し
、

徳
良
湖
を
含
む
東
側
に
公
園
整

備
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

問答

市長…さらに連携強化を図りたい

災害時相互応援に関する協定を結ぶべき

問

答

答

農
林
業
と
地
域
活
性
化

問 答

答

徳
良
湖
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

問

問答

担
い
手
育
成
と
GI

つぶやき… つぶやき…

塩
しお

原
ばら

未
み

知
ち

子
こ
議員

連携するためには、
連携するだけの能力
を持つことが大切

鈴木
すずき

裕
ひろ

雅
まさ
議員

尾花沢すいか
再エネ活用で
年中収穫可能

答Ｉ
Ｊ
Ｕ
移
住
定
住
促
進

問

受
け
入
準
備
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
尾
花
沢
市
移
住
推
進
協

議
会
に
お
い
て
、
西
瓜
づ
く
り

体
験
会
の
企
画
や
ICT
を
活
用
し

た
ス
マ
ー
ト
農
業
を
支
援
し
、

夢
の
あ
る
儲
か
る
農
業
を
推
進

し
新
規
就
農
を
促
す
よ
う
な
取

組
み
を
し
て
い
く
。

｢ＩＪＵするなら尾花沢｣より
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し
い
。

る
」
と
し
て
い
る
。
地
方
創
生

政
策
と
し
て
、
尾
花
沢
に
住
む

人
を
一
人
で
も
多
く
増
や
す
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

Ａ
・
Ｂ
ラ
ン
ク
の
空
き

家
所
有
者
は
112
名
。
空

き
家
バ
ン
ク
登
録
件
数
は
極
め

て
少
な
い
状
況
だ
。

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
都
市
部
か
ら
の

移
住
で
人
口
減
少
問
題
の
改
善
、

空
き
家
の
低
減
、
地
域
の
消
費

喚
起
や
雇
用
の
維
持
、
協
働
を

通
じ
た
地
域
活
性
化
な
ど
が
期

待
さ
れ
る
が
、
医
療
や
介
護
な

ど
の
課
題
も
あ
る
。
元
気
な
高

齢
者
だ
け
で
な
く
、
就
農
を
目

指
す
方
、
田
舎
暮
ら
し
を
求
め

る
方
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
新
し

い
働
き
方
を
考
え
て
い
る
方
な

ど
、
今
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

新
し
い
視
点
で
の
移
住
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

２
月
27
日
安
倍
首
相
の

全
国
一
斉
休
校
要
請
が

あ
り
、
本
市
を
含
め
多
く
の
自

治
体
が
休
校
を
実
施
し
た
。
本

市
の
教
育
委
員
会
の
判
断
は
妥

当
で
あ
っ
た
と
考
え
る
か
。

早
急
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
状
況
で
あ
っ
た
た

め
教
育
委
員
会
を
開
催
で
き
ず
、

情
報
交
換
を
も
と
に
事
務
局
で

判
断
し
た
。
学
校
現
場
は
混
乱

を
招
か
ず
対
応
で
き
た
と
考
え

る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
教
員
の
長

時
間
労
働
が
問
題
と
な

る
中
、
文
部
科
学
省
は
来
年
４

月
か
ら
の
「
教
員
の
一
年
単
位

の
変
形
労
働
時
間
制
」
の
導
入

を
も
と
め
て
い
る
。
あ
く
ま
で

も
各
自
治
体
教
育
委
員
会
・
学

校
の
判
断
に
よ
る
選
択
性
で
あ

る
が
、
本
市
は
導
入
す
る
考
え

で
あ
る
か
。

こ
の
制
度
よ
り
も
教
職

員
の
働
き
方
改
革
の
推

進
が
優
先
で
あ
り
、
タ
イ
ム
カ

ー
ド
導
入
に
よ
り
勤
務
時
間
の

見
え
る
化
を
行
い
、
教
員
の
負

担
軽
減
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

る
。
制
度
導
入
は
検
討
を
重
ね
、

慎
重
に
進
め
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
・
手
厚
い
教
育
の
必
要
性
か

ら
少
人
数
学
級
を
求
め
る
機
運

が
高
ま
っ
て
い
る
。
全
国
知
事

会
・
市
長
会
で
も
20
人
程
度
の

少
人
数
学
級
実
現
に
つ
い
て
緊

急
提
言
を
行
っ
て
い
る
が
、
本

市
の
考
え
は
ど
う
か
。

全
国
の
教
育
委
員
会
・

教
育
長
会
な
ど
で
要
望

し
て
い
る
が
、
大
き
な
課
題
が

あ
り
、
実
現
は
難
し
い
と
考
え

る
。

大
石
田
町
で
は
国
保
税

が
一
人
当
た
り
１
万
400

円
軽
減
さ
れ
た
。
県
内
で
３
番

目
に
高
い
本
市
も
軽
減
す
べ
き

で
な
い
か
。
ま
た
、
子
ど
も
の

人
数
に
よ
り
増
え
る
均
等
割
は

廃
止
ま
た
は
第
三
子
以
降
免
除

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

令
和
元
年
度
の
国
保
事

業
費
納
付
金
は
前
年
よ

り
７
千
３
百
万
円
増
加
し
、
基

金
よ
り
対
応
し
て
い
る
。
子
ど

も
の
均
等
割
を
廃
止
す
れ
ば
１

千
万
円
の
減
額
分
を
ど
う
補
填

す
る
か
課
題
と
な
る
。
国
保
財

政
の
安
定
的
な
運
営
の
た
め
に

は
税
額
を
引
き
下
げ
る
事
は
難

問答

答

教育長…教育委員会を開き判断します

次のコロナの波が来た時､どう判断しますか

問

現
在
、
国
の
農
業
農
村

整
備
事
業
で
は
、
集
積

要
件
を
満
た
せ
ば
費
用
負
担
が

調
査
計
画
費
の
み
に
抑
え
て
事

業
実
施
が
可
能
と
な
る
。

本
市
は
60
％
に
満
た
な
い
基

盤
整
備
率
の
中
で
、
未
整
備
地

区
の
農
地
整
備
計
画
を
策
定
し
、

基
盤
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

水
田
の
整
備
率
を
向
上

さ
せ
る
取
り
組
み
は
重

要
だ
が
、
市
が
農
地
整
備
計
画

を
策
定
す
る
の
で
は
な
く
、
農

業
者
団
体
や
生
産
者
自
身
が
主

体
と
な
っ
て
計
画
を
策
定
す
べ

き
も
の
と
考
え
る
。
整
備
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
側
面
か

ら
支
援
し
て
い
く
。

モ
デ
ル
ガ
ン
を
所
持

し
た
人
を
見
る
だ
け
で

サ
ル
た
ち
は
逃
げ
出
す
と
の
こ

と
。
安
全
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
有
害
鳥
獣
追
い
払
い

組
織
に
モ
デ
ル
ガ
ン
を
貸
与
、

あ
る
い
は
購
入
費
用
の
助
成
制

度
を
講
じ
て
導
入
事
業
化
を
図

っ
て
は
ど
う
か
。

サ
ル
の
群
れ
は
６
つ
、

400
頭
を
超
え
て
そ
れ
ぞ

れ
行
動
域
が
拡
大
し
、
被
害
も

増
加
し
て
い
る
。
地
域
が
一
体

と
な
っ
た
追
い
払
い
活
動
で
エ

ア
ガ
ン
の
活
用
を
検
討
さ
れ
る

場
合
は
、
購
入
に
関
す
る
相
談

や
安
全
対
策
の
指
導
を
し
て
い

き
た
い
。

将
来
目
標
人
口
２
０

２
０
年
は
概
ね
１
万
６

千
600
人
と
し
て
い
た
が
、
実
際

は
１
万
５
千
500
人
と
千
人
程
の

加
速
度
的
現
象
に
あ
る
。
市
長

は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

人
口
減
少
の
課
題
は
本

市
に
限
っ
た
こ
と
で
は

な
い
。
し
か
し
、
様
々
な
分
野

で
担
い
手
が
不
足
し
、
地
域
力

の
低
下
に
つ
な
が
る
と
大
変
危

惧
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
首
都
圏

か
ら
地
方
へ
の
人
口
流

出
が
始
ま
っ
た
。
本
市
の
空
き

家
は
約
300
軒
あ
る
中
で
入
居
可

能
な
Ａ
・
Ｂ
ラ
ン
ク
が
100
軒
以

上
も
あ
る
。
移
住
者
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
る
環
境
が
不
足
し

て
い
な
い
か
。
第
６
次
総
合
振

興
計
画
で
は
「
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ

Ｃ
へ
の
対
応
も
視
野
に
検
討
す

問答

市長…コロナ禍のもと新視点で移住施策を展開したい

人口増のための日本版CCRCへの取り組みは

水
田
の
整
備
計
画

答

問

コ
ロ
ナ
時
代
の
国
保
税

問答

問答 積
極
的
な
移
住
政
策
を

問

答

コ
ロ
ナ
時
代
の
教
育
行
政

つぶやき… つぶやき…

鈴
すず

木
き

清
きよし

議員

すべて市民から寄せ
られた声を一般質問
にしました。答弁に
落差をかんじるな

菅野
すがの

修一
しゅういち

議員

休校の権限は設置
者である教育委員
会にあります

問答

Ｈ30年度 Ｒ元年度
１
位

三川町
127,616円

大蔵村
159,615円

２
位

大蔵村
125,270円

南陽市
149,974円

３
位

尾花沢市
124,900円

尾花沢市
147,429円

１人当たり国保事業費納付金(山形県）

サ
ル
追
い
払
い
モ
デ
ル
ガ
ン

の
導
入
事
業
化
を

※ＣＣＲＣ：高齢者が健康なうちに入居し、終身で過ごすことが可能な生活共同体

※
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か
か
る
農
家
負
担
を
軽
減
し
、

厳
し
い
農
業
情
勢
の
下
で
も
安

心
し
て
水
田
耕
作
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。農

家
負
担
は
、「
尾
花

沢
市
災
害
復
旧
事
業
費

分
担
金
条
例
」
に
基
づ
い
た
分

担
金
を
お
願
い
す
る
が
、
測
量

設
計
費
は
、
地
元
負
担
を
い
た

だ
か
な
い
こ
と
で
、
補
正
予
算

が
可
決
さ
れ
た
。

川
の
氾
濫
に
よ
り
え
ぐ

ら
れ
壊
れ
た
田
が
あ
り
、

放
置
す
る
と
破
損
が
拡
大
す
る

た
め
、
速
や
か
に
復
旧
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

現
在
災
害
復
旧
事
業
で

の
地
権
者
や
関
係
機
関

と
調
整
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

河
川
堤
防
の
破
損
も
あ
る
た
め
、

河
川
管
理
者
へ
情
報
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
迅
速
で
有
効
な
復

旧
工
事
に
向
け
協
議
を
進
め
て

い
る
。

今
後
と
も
予
想
さ
れ
る
災
害

の
状
況
、
地
域
の
意
見
を
踏
ま

え
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

昨
年
度
設
置
予
定
で
あ

っ
た
岩
谷
沢
地
区
の
防

災
行
政
無
線
が
、
今
年
度
ま
だ

完
成
し
て
い
な
い
。
遅
れ
て
い

る
理
由
は
な
に
か
。

今
年
度
、
６
月
に
入
札

執
行
、
契
約
締
結
し
、

工
期
は
来
年
１
月
末
と
な
っ
て

い
る
。
発
注
後
は
、
設
置
個
所

に
つ
い
て
、
地
権
者
と
の
立
ち

合
い
や
地
質
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
土
木
工
事
、
機

器
の
設
置
な
ど
進
め
て
い
く
と

こ
ろ
で
あ
り
、
工
事
は
概
ね
計

画
ど
お
り
進
捗
し
て
い
る
。

豊
田
水
源
場
の
冠
水
の

原
因
は
、
何
で
あ
っ
た

か
。

記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り

最
上
川
の
水
位
が
、
大

石
田
観
測
所
で
史
上
最
高
の
18
．

59
ｍ
を
記
録
し
、
大
石
田
町
豊

田
地
区
の
堤
防
の
な
い
箇
所
か

ら
最
上
川
が
越
水
し
た
も
の
で

あ
る
。

豊
田
水
源
場
が
こ
れ
ま

で
冠
水
に
よ
り
断
水
し

た
こ
と
は
あ
っ
た
の
か
。

１
９
８
１
年
（
昭
和
56

年
）
以
来
39
年
ぶ
り
で

あ
る
。
水
源
場
の
脇
に
堤
防
の

な
い
時
代
だ
っ
た
が
、
水
源
場

が
冠
水
し
、
上
水
道
地
域
が
す

べ
て
断
水
と
な
っ
た
。

毒
沢
地
区
で
の
堤
防
の

水
位
が
氾
濫
の
危
険
が

あ
る
ほ
ど
上
が
っ
た
が
、
堤
防

が
で
き
て
か
ら
住
民
が
避
難
し

た
こ
と
は
過
去
に
あ
っ
た
か
。

築
堤
前
は
増
水
の
た
び
、

住
民
は
避
難
し
て
い
た

が
、
堤
防
が
完
成
し
て
か
ら
は
、

今
回
が
初
め
て
で
あ
る
。

支
流
の
水
や
内
水
を
調

整
し
な
け
れ
ば
、
い
く

ら
大
河
で
あ
っ
て
も
最
上
川
だ

け
で
は
す
べ
て
の
水
を
飲
み
き

る
こ
と
は
で
き
ず
、
堤
防
の
決

壊
と
い
う
大
災
害
を
も
た
ら
し

か
ね
な
い
。
ダ
ム
や
遊
水
地
な

ど
の
、
本
流
に
入
る
水
量
を
調

整
す
る
も
の
が
必
要
で
は
な
い

か
。

市
に
は
新
鶴
子
ダ
ム
が

あ
る
が
、
特
段
水
量
調

整
の
必
要
は
な
く
、
ま
た
遊
水

地
も
な
い
状
況
で
あ
る
。
村
山

市
の
大
久
保
遊
水
地
は
、
約
900

万
㎥（
東
京
ド
ー
ム
約
８
個
分
）

の
洪
水
を
た
め
込
み
、
下
流
の

水
位
低
減
に
努
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
の
取
り
組
み

と
し
て
、
大
雨
が
来
る
前
に
既

存
の
ダ
ム
の
事
前
放
流
を
行
い
、

水
害
対
策
に
使
う
容
量
を
確
保

し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

名
木
沢
地
区
や
毒
沢
地

区
で
は
各
水
利
組
合
の

揚
水
機
場
が
水
没
し
、
配
電
盤

や
モ
ー
タ
ー
が
壊
れ
て
川
か
ら

揚
水
で
き
な
く
な
っ
た
地
域
が

あ
る
。
揚
水
機
場
が
な
け
れ
ば

稲
作
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
速
や
か
な
復
旧
と
同
様
の

氾
濫
が
発
生
し
て
も
水
没
し
な

い
よ
う
な
施
設
に
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

７
月
豪
雨
に
よ
り
被
災

し
た
最
上
川
沿
岸
部
の

揚
水
機
場
５
か
所
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
来
年
の
作
付
け
に
間
に

合
う
よ
う
、
10
月
中
旬
か
ら
11

月
下
旬
に
予
定
さ
れ
て
い
る
災

害
査
定
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
る
。
揚
水
機
場
の
機
能
回

復
と
、
電
気
設
備
を
浸
水
上
限

位
置
よ
り
高
い
場
所
に
移
設
す

る
な
ど
、
公
共
災
害
復
旧
事
業

内
で
最
大
限
で
き
る
災
害
防
止

策
を
再
度
盛
り
込
み
た
い
。

激
甚
災
害
の
指
定
を
受

け
た
こ
と
で
、
復
旧
に

問答

答

市長…都市計画マスタープランを令和２年度中に策定する

７月28日の豪雨災害の復旧

問

七
月
の
豪
雨
の
際
、
市

は
宮
沢
地
区
に
避
難
情

報
と
し
て
、警
戒
レ
ベ
ル
４「
避

難
勧
告
」
を
発
令
し
た
。
市
の

防
災
情
報
ガ
イ
ド
に
お
い
て
は
、

警
戒
レ
ベ
ル
４
は
、「
避
難
勧

告
・
避
難
指
示
」
と
な
っ
て
お

り
、
避
難
行
動
は
「
速
や
か
に

避
難
場
所
に
避
難
す
る
」
と
な

っ
て
い
る
。

今
回
の
避
難
情
報
と
し
て
、

警
戒
レ
ベ
ル
４
「
避
難
勧
告
」

で
は
な
く
、警
戒
レ
ベ
ル
４「
避

難
指
示
」
と
発
令
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
が
、「
避
難
勧
告
」

に
留
め
た
理
由
は
な
に
か
。

国
に
お
い
て
は
平
成
31

年
３
月
に
５
段
階
の
警

戒
レ
ベ
ル
が
導
入
さ
れ
た
。

先
の
大
雨
の
際
は
、
県
の
土

砂
災
害
危
険
情
報
に
基
づ
き
、

警
戒
レ
ベ
ル
４
の
対
象
区
域
に

対
し
て
「
避
難
勧
告
」
を
発
令

し
た
。
そ
の
後
も
、
必
要
に
応

じ
て
「
避
難
指
示
」
に
切
り
替

え
る
こ
と
も
考
慮
し
な
が
ら
警

戒
に
あ
た
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

「
避
難
勧
告
」
に
留
め
た
わ
け

で
は
な
く
、状
況
に
応
じ
て「
避

難
指
示
」
を
発
令
す
る
。

政
府
に
お
い
て
は
、
適
切
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
避
難
行
動
が
と

れ
る
よ
う
「
避
難
勧
告
」
を
廃

止
し
、「
避
難
指
示
」
に
一
本
化

す
る
法
令
改
正
の
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、

こ
れ
ら
改
正
に
合
わ
せ
見
直
し

て
い
く
。防

災
マ
ッ
プ
上
で
は
、

宮
沢
地
区
地
域
福
祉
交

流
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
危
険
区
域

外
の
指
定
避
難
所
で
も
、
地
域

の
声
を
聞
く
と
、
危
険
な
場
所

に
指
定
さ
れ
て
い
る
避
難
所
も

あ
る
よ
う
だ
。
指
定
避
難
所
に

つ
い
て
は
「
洪
水
、
崖
崩
れ
、

地
震
、
豪
雪
、
大
火
事
」
な
ど

の
災
害
種
別
ご
と
の
適
否
に
応

じ
て
指
定
し
て
い
る
と
思
う
が
、

有
事
の
際
の
市
民
の
安
全
確
保

の
た
め
、
再
度
、
市
民
の
声
を

聴
き
な
が
ら
指
定
避
難
所
の
見

直
し
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

現
在
、
本
市
の
指
定
避

難
所
は
40
ケ
所
が
指
定

さ
れ
、「
防
災
情
報
ガ
イ
ド
」
な

ど
に
よ
り
市
民
に
周
知
し
て
い

る
。「

防
災
情
報
ガ
イ
ド
」
の
作

成
に
あ
た
っ
て
は
、
各
自
主
防

災
会
長
と
意
見
を
交
換
し
、
災

害
種
別
ご
と
の
適
否
に
つ
い
て

も
意
見
を
い
た
だ
き
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
。

問

市長…政府の法令改正にあわせ見直す

防災気象情報の水害などに対する情報伝達

答

答

問

問

答

指
定
避
難
所
の
見
直
し

問答

つぶやき… つぶやき…

奥
おく

山
やま

格
きわむ

議員

入札、契約その他前
倒しでやれば9月末
までできないかね

菅野
すがの

喜昭
よしあき

議員

今回の豪雨による
農地、農業施設の
被害は甚大。速や
かな復旧を！

答問

問

問

答防
災
行
政
無
線
の
整
備
状
況

答

問答


